
教科名 体 育 科目名 スポーツＶ（２年次）【２単位】 

授業形態 実技 

選んで 

ほしい生徒 
スポーツ系列の生徒が望ましい。 

科目の目標 

自然とのかかわりの深い野外の活動の特性について理解し、その知識と技能を習得できるよ

うにするとともに、自然の中での行動の仕方を身に付け、自然に親しむことができる資質や能

力を育てる。 

身に付けて 

ほしい学力 

１ 自然の中における正しい行動の仕方を身に付け、自然に親しむとともに、自然の障害や困

難に対して相互に協力して対応できる。  

２ 自然に対する知識や計画の立て方、事故防止の方法とその技能を習得できるようにする。 

 

 

 

 

 

学習計画 

 

 

 

 

 

 

単元・教材 学習のあらまし 

 

【１学期】  

野外活動の概念と目的  

ハイキング・サイクリング 

オリエンテーリング  

水辺活動 （フィッシング） 

【２学期】  

オリエンテーリング  

キャンプ  

ハイキング  

【３学期】  

ウォーキング 
バードウォッチング 

 

 

 

・自然環境の中で、生活の規則に従って、

共同生活を行うために必要な知識と技術

を身付け、好ましい人間関係を育て、自

然に親しむこころを育てる。  

・実施する場所の地理的条件などの安全面

の調査をする。道具の作成や季節に応じ

た魚や鳥を調査し、自然に親しみながら

実施する。  

・能力に応じたコースを選び、周到な計画

を立て、季節を漢字ながら良好な人間関

係をつくる。 

 

 評価の観点・ 

評価方法 

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 

・自然に触れ合う必要性

や意義について関心を

持ち、安全や協調 性

を理解して意欲的に学

習に取り組んでいる。 

・日常の生活環境に自

然と触れ合うこと

ができる空間を考

え、危険や安全につ

いて適切な判断を

しつつ取り組んで

いる。 

・自然の中における

正しい行動の仕方

を身に付け、事故

防止の方法とその

技能及び共同生活

を行うために必要

な技能を身に付け

ている。 

・自然の摂理を理解

しながら安全に

行動し、知識とし

て定着させると

ともに、体験を通

じて様々な知識

を身に付ける。 

上記の観点を踏まえ、実技テスト、授業態度、出席状況等を総合的に判断して評価を行う。 

学習の 

アドバイス 

１ 安全面への配慮と良好な人間関係の構築を目指しましょう。  

２ 実施をする萌の事前調査を十分にし、活動が安全で充実したものにしましょう。  

３ 定期検査は、活動を安全で効果的に実施するための基本的な知識を問うことが中心です。  

４ 実技テストは、身に付けた知識を実践する能力を問います。 

教材費 調理用材料費 約２,０００円  各用具費 約１,０００円 

その他 特になし 

 


